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C O N T E N T S

総務部 

沖縄総合事務局庁舎（那覇第2地方合同庁舎2号館）完成 

仕事の窓②　運　輸　部　グリーン物流パートナーシップ

仕事の窓①　経済産業部　地域資源活用プログラムに係る事業計画第２号認定について

仕事の窓③　開発建設部　これからの那覇空港に向けて

仕事の窓④　開発建設部　いよいよ供用　那覇空港自動車道　豊見城東道路

仕事の窓⑤　開発建設部　沖縄国際物流戦略チーム第三回会合　提言とりまとめ

お知らせ 

読谷山ミンサーは、「グーシ花織」とも呼ばれ、読谷山花織と同様（１・２

月号に掲載）、琉球王府が長浜港を拠点として南方諸国と交易を行い、南方文化を

積極的に取り入れた15世紀初め頃から織られたと言われています。一時生産が途

絶えていましたが、古老により復活されました。 

　ミンサーの名前の由来は「ミン」は木綿、「サー」は狭いという意味であり、藍染で

幅10㎝ほどの綿の細帯を指しています。竹串を使って浮かせたい部分の経糸をす

くい、紋を作る「グーシバナ」という技法で、風車や花・縞柄を組み合わせて織られま

す。両端の模様は「ムカデの足のように足繁く私のもとへおいで下さい」という織り手

の願いが表現されていると言われています。 

　今日では、生活様式に対応したネクタイ、インテリアなどの製品が生産されています。 

読谷山ミンサー 

農林水産部　情報交流モニター等交流会を開催

運　輸　部　平成19年度海洋汚染防止講習会の開催

経済産業部　新エネルギー事業導入促進セミナー

開発建設部　日本風景街道（琉球歴史ロマン街道「宿道」）について

開発建設部　沖縄東部河川総合開発事業（億首ダム）他３件「妥当」
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群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。 ★本誌タイトルについて★ 
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先島地区地上デジタル放送推進事業について
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こ
の
程
、
新
庁
舎
が
完
成
さ
れ
沖
縄

総
合
事
務
局
も
新
し
い
環
境
で
活
動
す

る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
沖
縄
振
興
に
対
す
る
役
割

も
増
す
と
同
時
に
実
績
が
上
が
る
こ
と

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

　
沖
縄
の
本
土
復
帰
か
ら
35
年
以
上
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
は
、
数
次

に
わ
た
る
沖
縄
振
興
計
画
が
実
施
さ
れ
て
、

国
に
よ
る
振
興
の
た
め
の
諸
施
策
が
重

ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
沖
縄

県
の
固
有
の
自
然
や
文
化
伝
統
に
根
づ

い
た
県
民
に
よ
る
独
自
の
努
力
も
一
つ

の
沖
縄
の
形
を
作
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
、
２
０
０
５
年
の
在

日
米
軍
全
体
に
対
す
る
再
編
の
日
米
合

意
以
来
、
様
々
な
動
き
が
あ
る
わ
け
で

す
が
、
米
軍
基
地
の
75
％
を
担
っ
て
い

る
事
実
は
変
り
ま
せ
ん
。
沖
縄
県
の
負

担
軽
減
に
日
本
全
体
が
努
め
る
こ
と
は

当
然
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

　
２
０
０
２
年
に
沖
縄
振
興
特
別
措
置

法
が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
現

在
の
10
年
間
の
沖
縄
振
興
計
画
が
策
定

さ
れ
実
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、

そ
の
折
り
返
し
点
と
い
う
こ
と
で
、
中

間
の
見
直
し
の
作
業
が
行
わ
れ
、
更
に

県
の
分
野
別
計
画
の
策
定
作
業
が
進
行

し
て
い
ま
す
。
こ
の
３
月
に
は
、
そ
の

結
果
も
ま
と
ま
り
、
振
興
計
画
の
目
標

達
成
に
向
け
た
取
組
み
が
な
さ
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
中
間
見
直
し
の
作
業
の

中
で
、
第
２
次
の
各
分
野
別
事
業
計
画

の
遂
行
状
態
が
評
価
さ
れ
、
今
後
の
計

画
の
修
正
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
目

標
は
大
む
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
民
間
主
導
の
自
立
型
経
済

の
確
立
、
失
業
率
の
減
少
な
ど

の
目
標
は
徐
々
に
進
行
す
る
も

の
の
、
決
し
て
容
易
な
も
の
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
隣

国
の
中
国
な
ど
の
急
速
な
発
展

な
ど
を
含
む
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

世
界
の
激
し
い
変
化
の
中
で
、

沖
縄
の
振
興
策
は
一
層
意
欲
的

な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
 

　
沖
縄
振
興
審
議
会
の
中
で
も
、
多
く

の
委
員
か
ら
大
変
熱
心
な
意
見
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
勿
論
、
色
々
な
立
場
か

ら
の
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
豊

か
な
観
光
資
源
の
一
層
の
活
用
と
沖
縄

文
化
と
の
調
和
と
い
う
点
が
常
に
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
昨
今
の
世
界
の
変
化
の
中

で
は
、
観
光
事
業
の
状
況
も
大
き
く
変

わ
っ
て
い
る
わ
け
で
、
変
化
へ
自
律
的

に
対
応
す
る
力
の
育
成
の
重
要
性
が
強

く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
意
味
で
は
、
琉
球
大
学
に
観
光

産
業
科
学
部
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

極
め
て
重
要
な
一
歩
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
観
光
は
重
要
な
資
源
で
す
が
、

国
内
、
ア
ジ
ア
、
世
界
各
地
か
ら
ど
の

よ
う
な
需
要
が
あ
る
の
か
、
ほ
か
の
観

光
地
に
比
べ
て
魅
力
を
ど
う
付
け
ら
れ

る
の
か
、
競
争
力
を
つ
け
る
の
は
勿
論
、

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
、
生
活
、

サ
ー
ビ
ス
あ
ら
ゆ
る
面
で
常
に
研
究
と

向
上
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
観
光
産

業
科
学
部
は
、
観
光
事
業
政
策
を
担
う

人
か
ら
事
業
経
営
者
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
の
提
供
者
な
ど
、
将
来
の
沖
縄
の
観

光
事
業
を
推
進
す
る
人
材
を
輩
出
し
て

欲
し
い
も
の
で
す
。
是
非
、
世
界
の
名

だ
た
る
ホ
テ
ル
ス
ク
ー
ル
と
も
協
力
し
て
、

一
級
の
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
の
沖
縄
振
興
で
は
、
こ
の
観

光
産
業
科
学
部
の
よ
う
に
、
第
一
に
「
沖

縄
は
ど
ん
な
地
域
作
り
を
目
指
す
の
か
」

を
沖
縄
自
身
が
構
成
し
、
自
ら
人
材
を

獲
得
し
、
育
成
す
る
こ
と
が
中
心
課
題

に
な
る
で
し
ょ
う
。
 

　
勿
論
、
歴
史
的
に
は
こ
の
百
十
数
年
、

沖
縄
は
自
ら
の
文
化
、
社
会
の
位
置
づ

け
を
日
本
と
沖
縄
の
関
係
の
中
で
作
る

こ
と
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
。
沖
縄
戦
は
、

そ
の
中
で
最
も
重
要
な
事
項
で
す
し
、

そ
れ
は
現
在
の
沖
縄
米
軍
基
地
の
も
た

ら
す
様
々
な
問
題
に
も
深
く
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
 

　
今
日
、
沖
縄
ほ
ど
に
、
日
本
人
に
戦

争
に
つ
い
て
深
い
認
識
を
与
え
う
る
場

所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
日
本
国
民
が
平
和
へ
の
意
志
を
強
く

共
有
す
る
に
は
、
そ
れ
を
強
く
考
え
さ

せ
る
教
育
の
場
所
が
不
可
欠
で
す
。
沖

縄
が
そ
の
最
も
重
要
な
場
所
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
全
て
の
日
本
人
は
学
生
時
代
、

多
分
高
校
生
時
代
に
、
秀
れ
た
地
域
学

習
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
国
土
、
地
域
で
一
定
期
間
以
上

地
域
移
動
し
て
、
日
本
に
対
す
る
共
通

理
解
を
作
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

と
り
わ
け
、
沖
縄
と
い
う
こ
の
特
別
な

地
域
の
歴
史
、
社
会
、
文
化
に
つ
い
て

知
り
、
考
え
る
こ
と
は
、
日
本
国
民
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
物
の
考
え
方
を
身
に
つ

け
る
こ
と
の
た
め
に
、
非
常
な
早
道
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
沖
縄
が
将
来
の
日
本
国
土
を

作
る
上
で
、
あ
る
種
の
模
範
を
示
せ
る

地
域
と
な
る
な
ら
ば
、
一
層
そ
の
教
育

効
果
は
高
い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
 

白 井 克 彦  

新
庁
舎
移
転
に
際
す
る
期
待
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庁舎（那覇第2地方　
合同庁舎2号館）完成 特集 

Special Edition

　
沖
縄
総
合
事
務
局
が
入
居
す
る

那
覇
第
２
地
方
合
同
庁
舎
２
号
館
が
、

那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
の
新
都
心
地

区
に
完
成
し
ま
し
た
。 

　
２
号
館
は
、
平
成
18
年
２
月
の

着
工
以
来
、
鋭
意
、
建
設
が
進
め

ら
れ
、
本
年
２
月
20
日
に
完
成
し
、

現
在
、
入
居
予
定
の
沖
縄
総
合
事

務
局
各
部
（
総
務
部
・
財
務
部
・

農
林
水
産
部
・
経
済
産
業
部
・
開

発
建
設
部
・
運
輸
部
）
に
お
い
て

移
転
作
業
が
進
め
ら
れ
、
３
月
24

日
か
ら
新
庁
舎
に
お
い
て
業
務
を

一
斉
に
開
始
す
る
予
定
で
す
。 

　
「
沖
縄
振
興
計
画
」
を
推
進
す

る
沖
縄
総
合
事
務
局
の
単
独
棟
で

あ
る
２
号
館
は
、
国
の
行
政
機
関

の
中
心
拠
点
を
形
成
す
る
施
設
に

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
シ
ビ
ッ
ク
コ

ア
構
想
へ
の
積
極
的
な
展
開
を
通

し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
を
図
り
「
那
覇
新
都
心
」

に
お
け
る
行
政
の
核
と
な
る
施
設

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
新
庁
舎
は
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
な
ど
環

境
に
配
慮
し
た
建
物
造
り
や
、
障

害
者
の
方
々
等
に
や
さ
し
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ

た
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
新
庁
舎
の
概
要
や
特
徴

等
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

―沖縄振興の拠点を目指して3月に庁舎移転― 

（
２
号
館
の
概
要
）

・場　所　
　沖縄県那覇市おもろまち２丁目１番１号
・構　造　
　鉄骨造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造）、
　地下1階、地上11階建
・延べ床面積　16,128㎡
・入居官署　内閣府沖縄総合事務局

那覇第2地方合同庁舎
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沖縄総合事務局

環
境
に
配
慮
し
た

建
物
造
り

1

総務部 

（
新
庁
舎
の
特
徴
等
）

   

　
２
号
館
は
１
号
館
と
同
様
、
環

境
配
慮
官
庁
施
設
の
グ
リ
ー
ン
庁

舎
と
し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び

Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
の
多
く

の
環
境
負
荷
低
減
対
策
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
外
壁
へ
の
ル
ー
バ

ー
（
羽
板
）
や
庇
（
ひ
さ
し
）
の

設
置
に
よ
る
日
射
遮
蔽
（
し
ゃ
へ
い
）
、

さ
ら
に
屋
上
緑
化
に
よ
る
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
を
行
う
な
ど
、

次
の
対
策
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

○ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

　
地
球
温
暖
化
係
数
が
小
さ
く
オ

ゾ
ン
層
を
破
壊
し
な
い
自
然
冷
媒

の
ア
ン
モ
ニ
ア
を
使
用
し
た
冷
凍

機
や
、
深
夜
電
力
利
用
に
よ
り
夜

間
に
製
氷
し
て
昼
間
の
冷
房
に
利

用
す
る
氷
蓄
熱
設
備
を
備
え
て
お
り
、

地
球
環
境
や
電
力
負
荷
の
平
準
化

を
考
慮
し
た
空
気
調
和
設
備
を
導

入
し
て
い
ま
す
。 

 

○ 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　
２
号
館
の
外
壁
に
は
、
プ
レ
キ

ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
体
型
の

庇
と
縦
ル
ー
バ
ー
、
横
ル
ー
バ
ー

を
設
け
、
日
射
の
遮
蔽
に
よ
る
熱

負
荷
の
低
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
窓
を
利
用
し
た
自
然
換
気

や
自
然
通
風
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。 

事
務
室
の
照
明
に
つ
い
て
は
、
昼

光
制
御
を
行
っ
て
お
り
、
部
屋
の

照
度
を
セ
ン
サ
ー
で
感
知
し
、
二

十
五
〜
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
自
動
調

光
し
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
は
人

感
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
照
明
の
自
動

点
灯
、
自
動
消
灯
を
行
い
ま
す
。

　
　 

 

○ 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

　
１
号
館
と
同
じ
く
２
号
館
の
屋

上
に
も
、
9
k
W
の
太
陽
光
発
電

装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
平
均
的
な
住
宅
約
２
軒
分

の
消
費
を
ま
か
な
え
る
電
力
量
を

発
電
し
ま
す
。
ま
た
、
雨
水
や
再

生
水
を
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
、
屋
上

緑
化
及
び
地
上
の
樹
木
へ
の
散
水

用
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。 

  

【
注
】「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２
」と
は
、ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
Ｃ
Ｏ
２
の
略
で
す
。
Ｃ
Ｏ

２
の
排
出
量
を
建
設
か
ら
運
用
、廃

棄
ま
で
ト
ー
タ
ル
に
見
つ
め
、環
境

に
及
ぼ
す
影
響
を
総
合
的
に
考
え

た
も
の
で
す
。 

たまり空間 

ポケットパーク 
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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
採
用

2　
新
庁
舎
に
は
、
来
庁
さ
れ
る
高

齢
者
・
障
害
者
の
方
々
等
に
や
さ

し
い
様
々
な
装
置
等
が
施
さ
れ
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
建
物
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

○
快
適
で
便
利
な
ト
イ
レ
環
境

・
多
機
能
ト
イ
レ
を
各
階
に
設
け
、

障
害
者
は
も
ち
ろ
ん
、高
齢
者
や

親
子
の
利
用
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。 

・
多
機
能
ト
イ
レ
に
は
ベ
ビ
ー
シ

ー
ト
を
設
け
、
乳
児
の
オ
ム
ツ

替
え
に
活
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

1
階
に
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方

に
配
慮
し
た
汚
物
流
し
を
設
け

て
い
ま
す
。 

・
男
女
ト
イ
レ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
カ
所
に
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー
を

設
置
し
、
お
子
様
連
れ
で
の
利

用
に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

・
多
機
能
ト
イ
レ
内
で
の
緊
急
時

に
備
え
て
、
呼
び
出
し
ボ
タ
ン

を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

・
男
女
ト
イ
レ
及
び
多
機
能
ト
イ

レ
内
に
は
、
火
災
時
の
難
聴
者

対
応
と
し
て
天
井
面
に
フ
ラ
ッ

シ
ュ
ラ
イ
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

○
気
持
ち
良
く
、
わ
か
り
や
す
い

ア
プ
ロ
ー
チ

・
パ
ー
ゴ
ラ
と
木
陰
に
よ
る
気
持
ち

良
い
空
間
を
創
出
し
て
い
ま
す
。 

・
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
二
段
手
摺
な

ど
に
よ
る
、
わ
か
り
や
す
く
安

全
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
し
て
い
ま
す
。 

○
音
声
誘
導
装
置

・
主
要
な
出
入
口
に
音
声
誘
導
装
置

を
設
置
し
、
床
の
磁
気
セ
ン
サ
ー

と
天
井
面
の
受
信
ア
ン
テ
ナ
に
よ

り
出
入
口
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ

ー
ル
案
内
な
ど
視
覚
障
害
者
の
誘

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　 

災害対策室・情報室・電算室 
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沖縄総合事務局庁舎（那覇第2地方合同庁舎2号館）完成 

総務部 

建
物
の
主
要
施
設

3○
災
害
対
策
室
（
２
階
）

　
台
風
や
地
震
等
災
害
発
生
時
に
、

迅
速
に
対
応
が
で
き
る
よ
う
防
災
機

能
が
備
わ
っ
て
い
る
専
用
の
災
害
対
策

室
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
総

合
事
務
局
は
災
害
対
策
基
本
法
に
基

づ
く
指
定
地
方
行
政
機
関
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、新
庁
舎
の
構
造
体
、各

部
位
設
備
機
器
類
は
「
官
庁
施
設
の

総
合
耐
震
計
画
基
準
」
に
基
づ
き
耐

震
設
計
が
行
わ
れ
、建
物
の
耐
力
は
、

建
築
基
準
法
の
１
・
５
倍
相
当
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
。 

○ 

行
政
情
報
プ
ラ
ザ
（
１
階
）

　
来
庁
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
庁

舎
案
内
、
沖
縄
総
合
事
務
局
の
仕

事
等
行
政
情
報
の
発
信
、
閲
覧
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
し
て
、

行
政
情
報
プ
ラ
ザ
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

（
設
置
さ
れ
る
機
器
等
） 

・
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
２
台 

・
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
２
台 

・
パ
ソ
コ
ン
（
Ｈ
Ｐ
専
用
）
２
台 

・
展
示
パ
ネ
ル
　
等 

（
情
報
発
信
の
内
容
） 

・
庁
舎
案
内 

・
沖
縄
総
合
事
務
局
の
紹
介 

・
沖
縄
総
合
事
務
局
の
仕
事 

・
組
織
と
機
構
図 

・
写
真
で
見
る
仕
事 

・
申
請
窓
口
案
内 

・
相
談
窓
口
案
内
　
　 

・
入
札
情
報
　
等 

○ 

事
務
室

　
事
務
室
に
つ
い
て
は
大
部
屋
方

式
で
設
計
さ
れ
、
業
務
態
勢
の
変

化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ

れ
て
い
ま
す
。
床
は
全
面
Ｏ
Ａ
フ

ロ
ア
で
、
電
源
ケ
ー
ブ
ル
や
Ｌ
Ａ

Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
等
を
床
下
に
収
納
し
、

配
線
の
や
り
か
え
も
簡
単
に
で
き

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
事
務
室
内
の
パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ

ン
タ
ー
を
始
め
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

や
コ
ピ
ー
機
等
の
Ｏ
Ａ
機
器
を
業

務
形
態
に
合
わ
せ
自
由
に
配
置
で
き
、

快
適
な
執
務
空
間
が
確
保
さ
れ
ま
す
。 

 

2号館（沖縄総合事務局） 1号館 

災害時に迅速な災害対策活動
が行えるよう災害対策室を2
階に配置し、隣接する会議室
と一体的な使用を可能として
います。 

災害対策室・情報室・電算室 災害対策室・情報室・電算室 
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那 覇 第 2 地 方 合 同 庁 舎 　 2 号 館 平 面 概 要  

　建物全体の平面概要を紹介します。合同庁舎として将来の業務変化にフレキシブルに対応できるよう、事務
室は大部屋方式を基本とし、最大奥行き10ｍ、幅40ｍのスペースが確保できます。また、1号館と2号館は1
階と2階の連絡通路で往来でき、1号館1階には食堂・喫茶・売店・診療所が設置されています。 

 

駐車場側
入口

正面入口

■エレベーター 
１５人乗り常用を３機、１７人乗り非
常用を１機設置しています。待ち
時間は、朝のピーク時でも最大３０
～４０秒程度となるよう設計して
います。非常用は、地下と１１階に
も停止します。

■屋上 
ヒートアイランド対策として、
コウライ芝による屋上緑化を
施しています。

■廊下 
幅１．８ｍで、書類を抱えても充分
すれ違えます。両端に窓を設けて
明るくし、外の景色で自分の位置
がわかるよう配慮しています。

■災害対策室 
災害時に迅速な災害対策活動が
行えるよう災害対策室を２階に配
置し、隣接する共用会議室と一体
的な使用を可能としています。

■行政情報プラザ 
行政情報などの各種PR、情報発
信ができます。

■共用会議室 
外部からの出席者が利用しやす
い１階に配置し、隣接して待合ホ
ールを設けています。

■事務室 
床は全面OAフロアのタイルカー
ペットとし、照明は、明るさセンサ
ーで適正な明るさに調整します。

■エントランスホール 
吹き抜け空間により広場や上階と
視覚的につながることで、分かり
やすい動線を確保しています。琉
球石灰岩・琉球ガラス等を使用し、
風土と調和した空間づくりを行っ
ています。

■トイレ 
各階に男子、女子、多機能トイレ
を設け、女子トイレにはパウダー
コーナーを設けています。照明器
具は、人感センサーでON、OFF
します。

■喫煙室・自動販売機コーナー 
■湯沸室 
各階に設置されています。
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沖縄総合事務局庁舎（那覇第2地方合同庁舎2号館）完成 

総務部 

那覇第2地方合同庁舎　2号館配置表 

11階 

10階 

9階 

8階 

7階 

6階 

5階 

4階 

3階 

2階 

1階 

B1

共通 

開発建設部 
災害対策関連 

財　務　部 

経済産業部 

経済産業部 

農林水産部 

農林水産部 

農林水産部 

総　務　部 

総　務　部 

総　務　部 

総　務　部 

総　務　部 

1F～10F

運　輸　部 

開発建設部 

開発建設部 

開発建設部 

開発建設部 

落
成
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

沖
縄
総
合
事
務
局
庁
舎
（
那
覇
第
二
地
方
　

合
同
庁
舎
２
号
館

）
 

　
平
成
20

年
初
頭
に

ふ
さ
わ
し

く
、
待
望

久
し
か
っ

た
沖
縄
総
合
事
務
局
庁
舎
（
那
覇
第

２
地
方
合
同
庁
舎
２
号
館
）
が
復
帰

36
年
目
に
し
て
立
派
に
完
成
で
き
ま

し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
、
こ
の
大
事

業
に
ご
尽
力
さ
れ
た
関
係
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
祖
国
復
帰
当
時
、
沖
縄
総
合
事
務

局
が
入
居
し
て
い
た
ビ
ル
は
、
竣
工

間
際
の
民
間
ビ
ル
で
、
内
装
工
事
も

仕
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
冷
房
工
事
も

手
が
け
て
な
く
、
職
員
は
、
６
月
の

梅
雨
期
に
蒸
し
か
え
る
室
内
で
山
積

す
る
復
帰
事
務
処
理
に
悪
戦
苦
闘
し

て
い
ま
し
た
。
 

　
私
は
財
務
部
で
復
帰
当
初
か
ら
庁

舎
建
築
の
用
地
確
保
に
携
わ
り
、
建

築
用
地
と
し
て
国
有
地
の
選
定
を
行

い
、
那
覇
市
や
県
当
局
者
と
頻
繁
に

折
衝
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
最
初
に
選
ん
だ
の
が
那
覇
商
業
高

校
と
な
り
の
現
在
の
松
山
公
園
、
次

に
米
軍
か
ら
返
還
さ
れ
た
与
儀
ガ
ソ

リ
ン
タ
ン
ク
跡
地
、
最
後
は
旧
刑
務

所
跡
地
（
現
那
覇
第
１
地
方
合
同
庁

舎
）
で
、
何
処
も
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
 

　
松
山
公
園
は
、
当
時
米
軍
の
家
族

宿
舎
で
し
た
が
、
那
覇
市
が
都
市
公

園
の
指
定
の
網
を
か
ぶ
せ
て
い
ま
し

た
。
与
儀
の
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
跡
地

は
、
過
密
校
解
消
の
た
め
小
学
校
敷

地
と
し
て
選
定
さ
れ
て
お
り
、
最
後

の
旧
刑
務
所
跡
地
は
、
市
民
か
ら
公

園
敷
地
と
し
て
開
放
せ
よ
と
の
陳
情

と
デ
モ
行
進
が
繰
り
返
さ
れ
、
話
し

合
い
の
結
果
、
敷
地
を
二
分
割
し
、

半
分
は
公
園
、
後
の
半
分
は
国
の
那

覇
第
１
地
方
合
同
庁
舎
と
し
て
決
着

し
ま
し
た
。
 

　
国
の
総
合
出
先
機
関
で
あ
る
沖
縄

総
合
事
務
局
が
民
間
ビ
ル
の
借
家
住

ま
い
で
は
、
職
務
執
行
に
支
障
を
来

し
、
県
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
充
分
対

応
出
来
ず
苦
労
し
て
き
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
 

　
幸
い
に
し
て
、
那
覇
新
都
心
の
核

に
な
る
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
に
、
来

る
べ
き
高
度
情
報
化
社
会
へ
の
対
応

を
兼
ね
備
え
、
O
A
化
さ
れ
た
斬
新

な
沖
縄
総
合
事
務
局
庁
舎
が
完
成
し

新
庁
舎
で
の
執
務
が
出
来
る
こ
と
は
、

先
輩
と
し
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ

り
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
、
新
庁
舎
を
拠
点
に

新
し
い
施
策
を
展
開
し
、
内
閣
府
の

地
方
支
分
部
局
と
し
て
、
内
閣
の
重

要
施
策
に
関
す
る
企
画
立
案
及
び
総

合
調
整
等
の
任
務
の
一
翼
を
担
い
つ

つ
、
沖
縄
県
の
自
立
的
発
展
の
た
め

「
平
和
で
明
る
い
活
力
あ
る
県
づ
く

り
」
に
精
進
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 



１
．地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

　
「
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
促
進
法
」

に
基
づ
き
、沖
縄
県
は
「
基
本
構
想
」で
、

沖
縄
県
の
特
徴
あ
る
地
域
資
源
と
し
て
、

農
林
水
産
物（
４０
品
目
）、鉱
工
業
品
及

び
鉱
工
業
品
の
製
造
技
術
（
３２
品
目
）、

観
光
資
源（
１
７
２
品
目
）の
合
計
２
４
４

品
目
を
指
定
し
て
い
ま
す
。（
平
成
19
年 

12
月
26
日
現
在
） 

　
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、地
域

資
源
を
活
か
し
た
自
立
的
・
持
続
的
な

成
長
、そ
れ
を
核
と
し
た
地
域
資
源
の
価

値
向
上（
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
）、地
域
の
強

み
を
活
か
し
た
産
業
の
形
成
・
強
化
な
ど

に
資
す
る
地
域
経
済
の
主
体
で
あ
る
中

小
企
業
の
創
意
あ
る
取
組
を
支
援
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。 

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、中
小
企
業
者
が
地

域
資
源
を
活
用
し
て
行
う
新
商
品
・
新

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
対
す
る
市
場
調
査
、

商
品
企
画
・
開
発
・
事
業
化
、販
路
開
拓

に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

資
金
、人
材
の
確
保
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を

関
係
省
と
も
連
携
し
て
総
合
的
に
支
援

し
て
い
く
も
の
で
、今
後
、地
域
資
源
を

活
用
し
た
地
域
産
業
発
展
の
核
と
な
る

新
事
業
を
年
間
で
２
０
０
件
、５
年
間
で

１
，０
０
０
件
創
出
す
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
存
在
す
る
原

石
を
宝
石
ま
で
磨
き
上
げ
、地
域
経
済

を
元
気
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

２
．第
２
号
認
定
の
決
定
！

　
平
成
１９
年
１２
月
６
日
、平
成
１９
年
第

２
回
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
評
価
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、沖
縄
地
域
か
ら
は
、

平
成
１９
年
１２
月
１４
日
付
け
で
３
件
の
地

域
産
業
資
源
活
用
事
業
計
画
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。 

 

経済産業部

SHIGOTONO*MADO1

2

3

4

5

Point

1

地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
係
る

　
事
業
計
画
第
２
号
認
定
に
つ
い
て

〜
中
小
企
業
者
に
よ
る
地
域
資
源
活
用
事
業
の
始
動
〜 

08

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
地
域
の
中
小
企
業
の
知
恵
と
や
る
気
を
活
か
し
、
魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
１９
年
１０
月
１２
日
に
は
、
第
１
号
認
定
と
し
て
９
件
の
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
計
画
を

認
定
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
小
企
業
者
で
は
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
１９
年
１２
月
１４
日
に
、
第
２

号
認
定
と
し
て
３
件
の
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
計
画
を
認
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
事
業
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

（※）「中小企業地域資源活用促進法」 
中小企業地域資源活用促進法は、地域
資源を活用した中小企業者の取組に
対し、専門家の派遣や、税制・金融面を
はじめとする総合的な支援措置を行い、
地域産業の自立的発展の基礎を強化
することを目的とし、平成１９年６月２９
日に施行されました。
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運輸部
グ
リ
ー
ン
物
流

　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
平
成
１７
年
２
月
１６
日
に
地
球
温
暖

化
の
防
止
に
向
け
た
京
都
議
定
書
が

発
効
さ
れ
ま
し
た
が
、
運
輸
部
門
に

お
い
て
は
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
が
削
減

目
標
と
ま
だ
隔
た
り
が
あ
り
、
実
効

あ
る
温
暖
化
対
策
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。
物
流
分
野
の
温
暖
化
対
策

は
荷
主
企
業
、
物
流
事
業
者
そ
れ
ぞ

れ
の
単
独
に
よ
る
取
り
組
み
だ
け
で

な
く
、
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
連

携
・
協
働
す
る
こ

と
（
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
）
に
よ
る

物
流
シ
ス
テ
ム
の

改
善
に
向
け
た
産

業
横
断
的
な
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。 

　
こ
う
し
た
中
、

荷
主
と
物
流
事
業

者
の
協
働
に
よ
る

取
り
組
み
を
支
援

し
、
普
及
・
拡
大

を
促
進
す
る
た
め
、

平
成
２０
年
２
月
６

日
、
那
覇
市
に
お

い
て
関
係
事
業
者

等
を
対
象
と
し
た

「
グ
リ
ー
ン
物
流

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
説
明
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
説
明
会
で
は
、

共
同
輸
配
送
に
よ

る
物
流
の
効
率
化
、
鉄
道
・
海
運
へ

の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
及
び
拠
点
の
集

約
に
よ
る
物
流
効
率
化
等
の
支
援
事

例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
２０
年
度
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い

て
、
荷
主
企
業
と
物
流
事
業
者
が
連

携
し
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
を
実
証

的
に
行
う
取
り
組
み
に
対
し
支
援
す

る
「
普
及
事
業
」
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
構
築
の
た
め
の
問
題
点
・
対
応

策
を
事
前
に
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り

グ
リ
ー
ン
物
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創

成
を
支
援
す
る
「
ソ
フ
ト
支
援
事
業
」
、

グ
リ
ー
ン
物
流
の
表
彰
制
度
、
そ
の

他
の
物
流
に
関
す
る
取
り
組
み
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
質
疑
応
答
で
は
、
費
用
対

効
果
に
つ
い
て
の
質
問
や
鉄
道
や
海

運
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
推
進
す

る
際
の
ト
ラ
ッ
ク
事
業
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
の
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
説
明
会
終
了
後
に
は
、
個

別
相
談
の
時
間
を
設
け
、
事
業
者
か

ら
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。 

Point

SHIGOTONO*MADO1

2

3

4

5 2

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、 

「
グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
説
明
会
を 

２
月
６
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

〜
物
流
分
野
の
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
〜 



1
．
総
合
的
な
調
査
と
P
I
 

那
覇
空
港
は
将
来
的
に
需
要
が
逼
迫

す
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
沖

縄
総
合
事
務
局
、
大
阪
航
空
局
、
沖

縄
県
の
三
者
で
「
那
覇
空
港
の
総
合

的
な
調
査
」
（
以
下
「
調
査
」
と
い

う
。
）
を
実
施
し
、
今
後
の
那
覇
空

港
の
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 
 

　
調
査
で
は
、
透
明
性
や
説
明
責
任

の
遂
行
と
い
う
観
点
か
ら
P
I
（
※
1
）

と
い
う
手
法
を
用
い
、
皆
様
に
調
査

結
果
を
情
報
提
供
し
つ
つ
、
意
見
を

頂
き
な
が
ら
進

め
て
き
ま
し
た
。

な
お
、
P
I
は

調
査
の
進
捗
に

あ
わ
せ
、
３
つ

の
ス
テ
ッ
プ
に

分
け
て
実
施
し

ま
し
た
。

那
覇
空
港
に
関
す
る
課
題
、将
来

像
等
に
つ
い
て

将
来
の
航
空
需
要
予
測
と
現
空
港

能
力
の
見
極
め
に
つ
い
て

滑
走
路
増
設
を
含
む
将
来
対
応
方

策
等
に
つ
い
て

2
．
総
合
的
な
調
査
結
果

　
調
査
の
結
果
、現
在
の
那
覇
空
港
で

は
将
来
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
需

要
に
対
し
、2
0
1
0
〜
2
0
1
5

年
度
頃
に
は
夏
季
を
中
心
に
航
空
旅

客
需
要
の
増
加
に
対
応
で
き
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
 

　
そ
の
た
め
、抜
本
的
な
将
来
対
応
方

策
と
し
て
滑
走
路
増
設
を
検
討
し
た

結
果
、滑
走
路
を
沖
側
に
出
す
ほ
ど
空

港
能
力
は
大
き
く
な
る
が
事
業
費
が

高
く
藻
場
や
サ
ン
ゴ
へ
の
影
響
が
大
き

く
な
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、滑
走
路
間
隔
を
小
さ

く
す
る
と
瀬
長
島
へ
の
影
響
が
大
き

く
な
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。ス
テ

ッ
プ
3
で
は
、特
徴
的
な
滑
走
路
増
設

の
3
案
を
提
示
し
ま
し
た
。
 

開発建設部
Point

3
こ
れ
か
ら
の
那
覇
空
港
に
向
け
て

〜
那
覇
空
港
の
総
合
的
な
調
査
の
終
了
と
今
後
の
取
り
組
み
〜 

10

※1　P I

（パブリック・インボルブメント）

一般的には、政策決定や公共事業の計画

策定において、国民や地域住民の方が意

見を表明できるような場を設け、寄せら

れた意見を計画に反映するもの。

・
ス
テ
ッ
プ

1
 

・
ス
テ
ッ
プ

2
 

・
ス
テ
ッ
プ

3
 

こ
れ
ま
で
那
覇
空
港
の
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
P
I
を
通
し
て
皆
様
か
ら
多
く
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
 

今
後
は
滑
走
路
の
増
設
案
を
１
つ
に
絞
り
込
む
た
め
に
「
構
想
・
施
設
計
画
段
階
」
に
移
行
し
、
具
体
的
な
案
の
作
成
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
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SHIGOTONO*MADO1

2

3

4

5

3
．
P
I
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見

　
P
I
で
は
2
ヶ
月
間
の
意
見
募
集

期
間
を
設
け
、説
明
会
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
、パ
ネ
ル
展
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、各
ス
テ
ッ
プ
で
実

施
し
た
活
動
を
検
証
し
工
夫
を
重
ね

た
結
果
、最
終
の
ス
テ
ッ
プ
３
で
は
約
1
2
，

5
0
0
人
と
ス
テ
ッ
プ
１
や
２
の
約
10

倍
程
度
の
方
々
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
回

収
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

　
将
来
対
応
方
策
に
つ
い
て
実
施
し
た

ス
テ
ッ
プ
３
で
は
、自
然
環
境
へ
の
懸
念

や
将
来
需
要
の
伸
び
に
対
す
る
慎
重

な
意
見
が
あ
っ
た
も
の
の
、県
経
済
へ
の

発
展
や
島
嶼
県
の
公
共
交
通
と
し
て

の
期
待
な
ど
か
ら
滑
走
路
増
設
を
含

む
将
来
対
応
方
策
に
肯
定
的
な
意
見

が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。
 

4
．
総
合
的
な
調
査
の
終
了

　
現
在
の
那
覇
空
港
は
滑
走
路
が
 

1
本
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
滑
走
路

上
で
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
県

民
生
活
や
県
経
済
へ
影
響
が
及
ぶ
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
調
査
結
果
よ
り
将
来
需
要

へ
の
対
応
性
か
ら
、
滑
走
路
増
設
が

必
要
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
P
I
で
は
将
来
対
応
方
策
に

肯
定
的
な
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
滑
走
路
増
設
な
ど
の
将

来
対
応
方
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
概

ね
理
解
が
得
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
 

　
よ
っ
て
「
那
覇
空
港
の
総
合
的
な

調
査
」
を
終
了
し
、
今
後
は
抜
本
的

な
将
来
対
応
方
策
の
実
現
に
向
け
た

具
体
的
な
検
討
を
行
う
た
め
の
「
構

想
・
施
設
計
画
段
階
」
に
移
行
す
る

こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し

た
。
 

5
．
構
想
・
施
設
計
画
段
階
の
検
討

構
想
段
階
で
は
、
P
I
ス
テ
ッ
プ
３

で
提
示
し
た
3
案
を
基
本
と
し
最
適

な
1
案
に
絞
り
込
む
た
め
、
以
下
の

よ
う
な
詳
細
な
検
討
を
行
い
ま
す
。

総
合
的
な
調
査
で
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
滑
走
路
増
設
に
対
す
る
否
定
的
な

ご
意
見
、
慎
重
な
ご
意
見
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
意
見
を
踏
ま
え

検
討
を
進
め
ま
す
。
 
 

　
ま
た
、
構
想
・
施
設
計
画
段
階
で

も
P
I
を
実
施
し
な
が
ら
、
皆
様
へ

情
報
提
供
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
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い
よ
い
よ
供
用
　
那
覇
空
港
自
動
車
道

 
 
 
　
　
　
　
豊
見
城
東
道
路
（
豊
見
城
・
名
嘉
地
Ｉ
Ｃ
〜
豊
見
城
Ｉ
Ｃ
）　

〜
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
延
伸
に
よ
る
北
部
地
域
と
の
交
流
・
連
携
強
化
〜

4
開発建設部

那
覇
空
港
自
動
車
道
豊
見
城
東
道
路
が
平
成
２０
年
３
月
２２
日
に
全
線
暫
定
供
用
し
ま
す
。
 

豊
見
城
道
路
の
概
要 

●
事
業
目
的 

①
沖
縄
自
動
車
道
、南
風
原
道
路
と
つ

な
が
り
、本
島
北
部
、中
南
部
及
び

那
覇
空
港
間
の
定
時
制
や
高
速
性

を
確
保
し
ま
す
。 

②
都
市
部
の
交
通
混
雑
緩
和
を
図
り

ま
す
。 

●
整
備
の
概
要 

　
平
成
15
年
４
月
に
南
風
原
南
Ｉ
Ｃ

〜
豊
見
城
Ｉ
Ｃ
間（
2
・
7
㎞
）を
先

行
し
て
開
通
し
ま
し
た
。 

今
回
、県
道
68
号
ま
で
ア
ク
セ
ス
さ

せ
た
後
、引
き
続
き
平
成
22
年
末
に

は
、国
道
３
３
１
号（
小
禄
バ
イ
パ
ス
）

に
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
整

備
い
た
し
ま
す
。 

Point



13

SHIGOTONO*MADO1

2

3

4

5

開
通
後
の
効
果
！ 

　
那
覇
空
港
自
動
車
道
は
、
西
原
町

か
ら
那
覇
空
港
ま
で
を
結
ぶ
、
延
長

約
20
㎞
の
高
規
格
幹
線
道
路
で
す
。

沖
縄
県
最
大
の
広
域
交
通
拠
点
で
あ

る
那
覇
空
港
と
沖
縄
自
動
車
道
を
結

び
、
沖
縄
県
の
経
済
活
性
化
、
観
光

の
振
興
、
高
速
定
時
性
の
確
保
に
大

き
く
寄
与
し
ま
す
。 

　
豊
見
城
東
道
路
は
、
那
覇
空
港
自

動
車
道
の
一
部
と
し
て
、
那
覇
空
港

か
ら
名
護
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間

の
短
縮
化
に
よ
る
地
域
産
業
、
観
光

お
よ
び
地
域
振
興
へ
の
寄
与
は
も
と

よ
り
、
周
辺
地
域
の
混
雑
緩
和
も
支

援
す
る
道
路
で
あ
り
、
観
光
支
援
、

物
流
効
率
化
、
渋
滞
の
解
消
や
交
通

事
故
抑
制
等
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 
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沖
縄
国
際
物
流
戦
略
チ
ー
ム
第
三
回
会
合
　

　
　
提
言
と
り
ま
と
め

5
開発建設部

沖
縄
の
自
立
型
経
済
構
築
に
向
け
、
「
協
働
」
に
よ
る
新
た
な
ス
タ
ー
ト
！
 

沖
縄
国
際
物
流
戦
略
チ
ー
ム
に
お
け
る
約
1
年
の
検
討
に
よ
り
、
提
言
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
 

Point
　
現
在
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア

ジ
ア
地
域
は
、
世
界
に
お
け
る
生
産

拠
点
・
消
費
市
場
と
し
て
急
速
に
経

済
成
長
を
し
て
お
り
、
今
後
、
日
本

と
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
交
流
は
ま
す

ま
す
拡
大
し
、
相
互
依
存
の
関
係
が

深
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
世
界
情
勢
の
中
で
、
日
本

本
土
と
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
と
の
中

間
に
位
置
す
る
沖
縄
は
、
か
つ
て
琉

球
王
朝
時
代
に
中
継
貿
易
で
栄
え
た

よ
う
に
、
国
際
物
流
関
連
産
業
の
集

積
に
よ
る
新
た
な
産
業
振
興
の
チ
ャ

ン
ス
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
日
本
本
土
と
比

べ
て
不
利
で
あ
っ
た
物
流
コ
ス
ト
の

低
減
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
内

産
業
の
競
争
力
強
化
や
企
業
誘
致
の

促
進
に
つ
な
が
り
、
沖
縄
経
済
を
活

性
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
沖
縄
国

際
物
流
戦
略
チ
ー
ム
は
、
沖
縄
の
自

立
型
経
済
の
構
築
に
寄
与
す
る
た
め
、

国
際
物
流
拠
点
の
形
成
を
図
る
べ
く
、

効
率
的
・
効
果
的
な
国
際
物
流
体
系

の
構
築
に
向
け
た
今
後
の
戦
略
を
官
・

民
が
一
体
と
な
っ
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
19
年
３
月

27
日
に
設
立
さ
れ
、
11
月
20
日
に
第

二
回
会
合
を
開
催
す
る
な
ど
、
約
１

年
に
わ
た
り
沖
縄
に
お
け
る
物
流
の

課
題
の
解
決
に
向
け
て
検
討
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
去
る
２
月
６
日
に
開

催
さ
れ
た
沖
縄
国
際
物
流
戦
略
チ
ー

ム
第
三
回
会
合
の
場
で
は
、
「
那
覇

港
を
中
心
と
し
た
国
際
物
流
拠
点
の

形
成
〜
物
流
の
効
率
化
と
国
際
物
流

関
連
産
業
の
育
成
に
向
け
て
〜
」
「
中

城
湾
港
に
お
け
る
流
通
加
工
港
湾
の

実
現
〜
企
業
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
よ

る
県
内
産
業
の
振
興
〜
」
「
県
全
体

に
お
け
る
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
〜
安
定
的
な
輸
送
に
よ
る
生
活
利

便
性
の
確
保
〜
」
と
い
う
三
つ
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
沖
縄
の
国
際
物
流
戦

略
に
関
す
る
提
言
を
取
り
ま
と
め
る

と
と
も
に
、
各
主
体
の
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
以
下
に
、
そ
の
提
言
の
概
要
を

示
し
ま
す
。 

● 

「
那
覇
港
を
中
心
と
し
た
国
際
物
流

拠
点
の
形
成
〜
物
流
の
効
率
化
と
国
際
物

流
関
連
産
業
の
育
成
に
向
け
て
〜
」

　
那
覇
港
の
地
理
的
特
性
を
活
か
し

て
戦
略
的
に
中
継
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の

取
扱
を
促
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
官
・
民
一
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い

く
べ
き
で
す
。
一
方
で
沖
縄
の
地
理

的
条
件
に
起
因
す
る
輸
送
コ
ス
ト
の

問
題
を
克
服
す
る
た
め
、
本
土
か
ら

の
片
荷
輸
送
の
解
消
や
海
外
か
ら
直

接
沖
縄
へ
輸
送
さ
れ
る
ル
ー
ト
の
確

立
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

● 

「
中
城
湾
港
に
お
け
る
流
通
加
工
港

湾
の
実
現
〜
企
業
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
よ

る
県
内
産
業
の
振
興
〜
」 

　
中
城
湾
港
新
港
地
区
に
お
け
る
港

湾
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
立

地
企
業
の
競
争
力
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
更
な
る
企
業
の
立
地
を
促
進

し
て
い
く
こ
と
で
、
中
部
圏
は
も
と

よ
り
沖
縄
全
体
の
経
済
活
性
化
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。
一
方
で
循
環
型
社
会
の
構
築
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
廃
棄
物

を
再
使
用
・
再
利
用
す
る
取
り
組
み

が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
離
島
県
で
あ
る
沖
縄
に
お
い
て

は
、
廃
棄
物
の
輸
送
に
は
港
湾
の
果

た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
沖

縄
で
唯
一
の
『
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
』

で
あ
る
中
城
湾
港
は
大
き
く
期
待
さ
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れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
新

港
地
区
に
立
地
す
る
企
業
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
『
産
業
支
援
港
湾
』
と

し
て
、
更
な
る
機
能
の
強
化
を
目
指

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

● 
「
県
全
体
に
お
け
る
物
流
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
強
化
〜
安
定
的
な
輸
送
に
よ
る
生

活
利
便
性
の
確
保
〜
」 

　
沖
縄
が
典
型
的
な
島
嶼
県
で
あ
る

こ
と
か
ら
物
資
の
殆
ど
が
港
湾
を
通

し
て
運
ば
れ
て
お
り
、
港
湾
機
能
の

充
実
が
物
流
効
率
化
の
た
め
に
は
必

要
不
可
欠
で
す
。
一
方
、
離
島
で
は

荒
天
時
に
お
い
て
十
分
な
静
穏
度
が

確
保
さ
れ
な
い
港
湾
が
数
多
く
残
っ

て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
生
活
物

資
の
輸
送
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
消
に
努
め

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

沖
縄
本
島
に
お
け
る
主
要
港
を
結
ぶ

主
要
道
路
の
混
雑
解
消
や
県
内
外
の

定
期
航
路
の
充
実
な
ど
を
図
る
こ
と

で
、
県
内
産
業
の
競
争
力
強
化
を
目

指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

● 

　
こ
の
提
言
は
沖
縄
の
物
流
戦
略
を

「
協
働
」
で
行
っ
て
い
く
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
具
体
的
な
戦
略
と
と
も
に
各
主

体
の
今
後
の
取
り
組
み
も
含
ん
だ
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
取
り

組
み
事
項
に
つ
い
て
は
短
期
的
な
も

の
か
ら
中
期
的
に
検
討
し
て
い
く
も

の
ま
で
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
毎
年
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
情
勢
に

応
じ
て
柔
軟
に
追
加
・
修
正
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

沖縄国際物流戦略チーム　構成メンバー

（１）経済団体等

　　沖縄県商工会議所連合会会長 　　　－

　　沖縄県経済同友会代表幹事 大　城　勇　夫

　　沖縄県経営者協会会長 知　念　榮　治

（２）物流関係団体等

　　沖縄地方内航海運組合理事長 比　嘉　榮　仁

　　沖縄港運協会会長 牧　志　泰　三

　　沖縄県倉庫協会会長 嶺　　　秀　宣

　　沖縄県冷蔵倉庫協会会長 上　地　安　秀

　　沖縄県トラック協会会長 多良間　朝　時

　　那覇国際コンテナターミナル（株）代表取締役 嘉　数　　　昭

　　中城湾新港地区協議会会長 名　護　宏　雄

（３）行政関係者

　　那覇市長 翁　長　雄　志

　　浦添市長 儀　間　光　男

　　沖縄市長 東　門　美津子

　　うるま市長 知　念　恒　男

　　沖縄県土木建築部長 首　里　勇　治

　　観光商工部長 仲　田　秀　光

　　那覇港管理組合常勤副管理者 堤　　　敏　郎

　　大阪航空局飛行場部長 傍　士　清　志

　　沖縄地区税関次長 松　田　守　人

　　那覇検疫所長 阿　部　重　人

　　第十一管区海上保安本部次長 田　中　　博

　　沖縄総合事務局経済産業部長 市　原　健　介

　　　　　　　　　運輸部長 大　野　秀　敏

　　　　　　　　　開発建設部長 吉　永　清　人

※平成20年2月6日現在　
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　沖縄総合事務局は、2月19日、那覇第二

合同庁舎会議室において、「平成19年度情

報交流モニター等交流会」を開催しました。 

　この交流会は、「農林水産情報交流ネッ

トワーク事業」に基づき、情報交流モニター

等への積極的な情報提供及び情報交流モニター

等の情報交流を促進することにより、農林

水産行政を円滑かつ効果的に推進し、農林

水産業の進行及び農山漁村地域の活性化を

図ることを目的として、毎年開催されてお

ります。 

　今回の交流会は、本島内の生産者、流通

加工業者及び消費情報提供者の各モニター

12名が参集し、当局からは、「JAS法の表

示について」の説明を行いました。地域に

おける地産地消への取組事例として、大宜

味村大兼区にある、「笑味の店」のオーナー

金城笑子さんが、地域で普通に栽培されて

いる島野菜を食材に、店の看板メニューで

ある「長寿膳」を生み出すに至った体験談

や地場産シークヮーサーを使った「笑味たれ」

やドレッシングなどを紹介しました。 

　また、施設見学として、浦添市の沖縄食

糧株式会社に出向き、大型低温倉庫や精米

工場、DNA判定や新鮮度判定を行う研究室

などを視察した後、同社担当者による質疑

応答が行われました。 

  意見交換では、食品の表示について「大豆

などで、遺伝子組み換えの表示をすること

の根拠はなにか」などの質問や「塩化ナト

リウムと海水から作った塩を区別できるよ

うな表示方法にしてほしい」との要望が出

され、地産地消への取組みについては、食

育との関連づけなどの質疑が出されました。 

　なお、当交流会は、那覇、名護、宮古島

及び石垣島の各統計・情報センターにおい

ても開催されました。 

情報交流モニター等交流会を開催 
Report

　平成20年2月20日(水)に沖縄船員会館に

おいて、海洋汚染防止講習会を開催し、海

事関係者60名が参加しました。 

　本講習会は、海事関係者を対象として「海

洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律」

及び関係法令の内容を始め、海洋環境保全

に役立つ事項について周知徹底を行うこと

を目的としています。 

　講習会では、国土交通省総合政策局海洋

政策課の担当官から「海洋汚染防止法と最

近の情勢」と題して講習が行われ、船舶の

安全を確保するため又は人命を救助するた

めに排出する場合、貨物油を含まないビル

ジ等の油を表の基準に従って排出する場合

等を除き、船舶からの油の排出は、原則と

して、「いかなる人」も、「すべての海域」

において、油を排出することは禁止されて

いるとの説明がありました。 

　また、第十一管区海上保安本部環境防災

課の担当官からは、「第十一管区における

海洋汚染の現状と海洋環境保全への取り組

み等」と題して講習が行われ、漏油事故防

止のためには、①責任者の選任、②設備器

具の点検・整備、③作業計画の策定、打ち

合わせ、④作業準備、⑤作業進行状況の常

時確認等を遵守することが大切であるとの

説明がありました。 

平成19年度海洋汚染防止講習会の開催 
Report

総トン数1万トン以上の船
舶（特別海域（注1）にあっ
ては総トン数400トン以
上の船舶） 

・油分濃度が15ppm以下であること。 
・南極海域以外の海域で排出すること。 
・航行中であること。 
・油水分離装置及びビルジ用濃度監視装置を作動させていること。 
 

総トン数1万トン未満の船
舶（特別海域（注1）にあっ
ては総トン数400トン未
満の船舶） 

・油分濃度が15ppm以下であること。 
・南極海域以外の海域で排出すること。 
・航行中であること。 
・油水分離装置を作動させていること （注2）。 
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check!

　エネルギーと表裏一体である地球温暖化問

題への関心は、内外で急速に高まっておりそ

の対策は、我が国の喫緊な課題となっています。

特にバイオマスによる新エネルギ－の導入拡

大は、ＣＯ2の排出削減対策として期待される

ことから、1月21日（月）、那覇市内において「バ

イオマス等未活用エネルギー事業化に向けて」

をテーマとした新エネルギー事業導入促進セ

ミナーを沖縄県及び（独）新エネルギ－・産業

技術総合開発機構九州支部と共催しました。 

　沖縄では、24の市町村が「地域新エネルギー

ビジョン」を策定し太陽光、風力、バイオマス

等新エネルギー導入に積極的姿勢を打ち出し

ていますが、その実現には、バイオマスの場合、

資源の収集・運搬コスト等、まだ解決すべき多

くの課題を抱えております。 

　このような中、全国では、様々な課題を克服

してバイオマスエネルギ－の事業化に先進的・

積極的に取組んでいる事業者があります。 

　今回、このような事業者の取組み事例紹介

等をとおして、沖縄における「バイオマス等未

活用エネルギ－事業化」に必要な方策等を探り、

新エネルギ－の事業導入を一層促進すること

を目的に本セミナーを開催致しました。（参加

者約130名） 

新エネルギー事業導入促進セミナー 
－バイオマス等未活用エネルギ－事業化に向けて－を開催 

Report

　日本風景街道は、道路ならびにその沿道

や周辺地域を舞台に、多様な主体による協

働のもと、景観、自然、歴史、文化等の地

域資源や個性を活かした国民的な原風景を

創成する運動を促し、観光の振興や地域の

活性化に寄与することを目的としており、

地域住民やＮＰＯ、地方自治体、企業など

で組織するパートナーシップが一体となっ

てルートを提案し、ルート内で様々な取り

組み・活動を通して魅力ある地域づくりに

つながるよう推進しています。 

　平成20年2月1日現在、1ルート、2

つのパートナーシップ（美ら海とやんばる

の風景街道、沖縄南部風景街道パートナーシッ

プ)が登録されており、平成20年度にはルー

ト内で様々な活動が実施される予定です。 

　パートナーシップへの参加は、道路なら

びにその沿道や周辺地域を舞台とし、地域

の資源を活かした多様で質の高い風景の形

成等に係わる活動を実施する全ての団体が

参加可能です。 

ただし、日本風景街道に登録するためには、「風

景街道パートナーシップ」が申請主体とな

る必要があります。なお、募集要領及び日

本風景街道についての情報は以下のインター

ネットホームページをご覧ください。 

（URL）  

http://www.dc.ogb.go.jp/road/ir/fukei/

index.html

日本風景街道（琉球歴史ロマン街道「宿道」）について 
Report

　沖縄総合事務局開発建設部においては、公
共事業の効率性及びその実施過程の透明性
の一層の向上を図るため、平成10年度から所
管事業の事業評価を実施しています。 
　評価の実施にあたっては、学識経験者等の

第三者から構成される「事業評価監視委員会」
を審議機関として設置し、その意見を尊重す
ることとしています。平成19年度の事業評価
監視委員会については、１月17日（木）に沖縄
総合事務局4Ｆ特別会議室にて開催されました。 
　今年度の対象事業は、再評価事業が3事業【沖
縄東部河川総合開発事業（億首ダム）、一般国
道331号豊見城道路、一般国道331号糸満
道路】、事後評価事業が１事業【中城湾港新港
地区防波堤整備事業】でした。審議結果は以
下のとおりです。 
○沖縄東部河川総合開発事業（億首ダム） 
対応方針（原案）に対して審議を行った結果、
「事業継続」が妥当とされた。委員からの主

な意見→事業の効果もあり今後の進捗も見
込まれることから、事業を継続して進捗を図
られたい。 
○一般国道331号豊見城道路・糸満道路 
対応方針（原案）に対して審議を行った結果、
「事業継続」が妥当とされた。委員からの主
な意見→早期に供用を図る必要性がある。 
○中城湾港新港地区防波堤整備事業 
　対応方針（案）に対して審議を行った結果、「改
善措置及び今後の事業評価の必要性はない」
とされた。 
なお、詳しい議事内容及び会議資料等につ
いては、後日沖縄総合事務局開発建設部ホー
ムページにて公開いたします。 
 

沖縄東部河川総合開発事業（億首ダム）他３件「妥当」 
～開発建設部事業評価監視委員会審議結果について～ 

Report
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Ⅰ す
ぐ
目
の
前
に
あ
る 

「
財
政
融
資
資
金
」 

 
Ⅱ 財
政
融
資
資
金
は 

何
の
た
め
に
あ
る
の
？ 

nakayukui

「
財
政
投
融
資
」
と
い
う
と
何

や
ら
難
し
い
経
済
用
語
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
政

府
が
行
う
投
融
資
活
動
の
こ
と

を
意
味
し
、
毎
年
度
作
成
さ
れ

る
「
財
政
投
融
資
計
画
」
に
基

づ
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の

資
金
は
、
「
財
政
融
資
資
金
」
「
産

業
投
資
資
金
」
「
政
府
保
証
資
金
」

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

一
番
身
近
な
「
財
政
融
資
資
金
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

    　
財
政
融
資
資
金
は
、
簡
単
に
い

え
ば
、
国
が
地
方
公
共
団
体
等
に

融
資
す
る
資
金
の
こ
と
で
、
様
々

な
も
の
に
形
を
変
え
、
あ
な
た
の

身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
あ

な
た
の
町
に
あ
る
学
校
や
病
院
、

衛
生
的
な
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ご

み
処
理
施
設
や
下
水
処
理
場
施
設
、

地
域
の
産
業
に
重
要
な
漁
港
や
農

産
品
加
工
施
設
、
そ
し
て
あ
な
た

が
歩
い
て
い
る
道
も
、
こ
の
「
財

政
融
資
資
金
」
で
で
き
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

    　
例
え
ば
、
小
さ
な
村
に
学
校
を

建
設
す
る
場
合
、
そ
の
建
設
費
用

を
村
の
１
年
分
の
予
算
だ
け
で
賄

お
う
と
す
る
と
、
そ
の
年
の
福
祉

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
大
き
く
切
り

詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
住
民
は

困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
学
校
を
建

設
す
れ
ば
、
数
十
年
に
わ
た
っ
て

子
供
た
ち
の
教
育
に
役
立
て
ら
れ

る
の
で
、
長
期
・
低
利
の
財
政
融

資
資
金
を
活
用
す
れ
ば
、
安
全
な

学
校
を
建
設
す
る
の
に
十
分
な
資

金
を
調
達
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

毎
年
ほ
ぼ
一
定
額
を
、
長
期
間
に

わ
た
り
返
済
す
る
こ
と
で
、
世
代

間
に
お
け
る
負
担
の
公
平
も
図
ら

れ
る
の
で
す
。
 

　
こ
の
考
え
方
を
応
用
す
れ
ば
、

地
方
自
治
体
が
地
域
資
源
を
活
用

し
た
町
お
こ
し
を
始
め
た
い
が
、

そ
の
初
期
資
金
が
不
足
し
て
な
か

な
か
事
業
化
に
踏
み
切
れ
な
い
場

合
、
財
政
融
資
資
金
を
起
業
資
金

に
充
て
て
事
業
を
始
め
る
こ
と
で
、

収
入
を
拡
大
し
、
雇
用
を
生
み
出

し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
会
社
が
事
業
を

拡
大
し
よ
う
と
す
る
ケ
ー
ス
と
似

て
い
ま
す
の
で
、
経
営
の
将
来
計

画
が
甘
い
と
、
逆
に
新
た
な
借
金

を
生
み
出
す
結
果
に
も
な
り
ま
す
。
 

　
今
般
、
地
方
分
権
の
一
層
の
推

進
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
財

政
が
極
度
に
悪
化
す
る
と
、
地
方

自
治
体
と
し
て
の
自
由
度
が
極
端

に
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

地
方
分
権
社
会
に
対
応
す
る
た
め

に
も
、
財
政
融
資
資
金
を
有
効
に

活
用
す
る
高
い
経
営
能
力
が
必
要

に
な
る
と
い
え
ま
す
。
 

    　
財
政
融
資
資
金
は
、
平
成
12
年

度
ま
で
「
資
金
運
用
部
資
金
」
と

呼
ば
れ
、
郵
便
貯
金
、
年
金
積
立

金
な
ど
の
公
的
資
金
が
全
て
資
金

運
用
部
に
預
託
さ
れ
、
管
理
運
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
　
　
 

　
平
成
13
年
度
か
ら
の
制
度
改
革

で
、
こ
れ
ま
で
全
額
預
託
さ
れ
て

い
た
郵
便
貯
金
や
年
金
積
立
金
は
、

金
融
市
場
で
自
主
運
用
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
政
府
は
、
金
融
市

場
を
通
じ
て
資
金
を
調
達
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
い
う

金
融
市
場
と
は
、
国
民
経
済
に
お

け
る
金
融
的
な
資
金
の
流
れ
全
体

の
意
味
で
あ
り
、
国
債
等
に
よ
る

資
金
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
改
革

を
通
じ
て
、
全
国
の
財
政
投
融
資

計
画
の
残
高
は
、
平
成
12
年
度
末

の
約
4
1
8
兆
円
（
う
ち
地
方
公

共
団
体
向
け
融
資
残
高
は
約
87
兆

円
）
か
ら
、
平
成
18
年
度
末
の
約

2
7
6
兆
円
（
う
ち
地
方
公
共
団

体
向
け
融
資
残
高
は
約
90
兆
円
）

ま
で
減
少
し
て
お
り
、
大
幅
に
ス

リ
ム
化
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、

地
方
向
け
の
資
金
は
ま
だ
ま
だ
需

要
が
大
き
く
、
限
ら
れ
た
財
政
融

資
資
金
を
よ
り
効
率
的
に
活
用
す

る
た
め
に
も
、
重
要
性
が
高
い
事

業
分
野
を
見
極
め
、
そ
こ
に
重
点

的
に
資
金
を
配
分
す
る
、
い
わ
ゆ

る
「
選
択
と
集
中
」
が
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

 

Ⅲ 財
政
融
資
資
金
は 

ど
こ
か
ら
調
達
す
る
の
？ 
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nakayukui
Ⅳ 沖
縄
で
は
ど
う
活
用 

さ
れ
て
い
る
の
？ 

    

　
図
表
を
参
照
し
て
頂
く
と
分
か

り
ま
す
が
、
沖
縄
総
合
事
務
局
に

お
い
て
地
方
公
共
団
体
に
貸
付
し

て
い
る
財
政
融
資
資
金
は
、
最
近

５
年
間
の
推
移
で
見
て
も
漸
増
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
 

　
身
近
な
活
用
例
と
し
て
、
南
風

原
町
の
沖
縄
県
立
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
・

こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
と
沖
縄
市

の
室
川
団
地
の
写
真
を
掲
載
し
ま

し
た
。
そ
の
他
に
も
、
南
風
原
町

の
「
那
覇
・
南
風
原
環
境
衛
生
セ

ン
タ
ー
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
」

や
、
那
覇
市
の
「
那
覇
市
文
化
て

ん
ぶ
す
館
」
な
ど
が
あ
り
、
財
政

融
資
資
金
は
、
県
民
生
活
の
向
上
や
、

沖
縄
観
光
の
発
展
の
た
め
に
、
大

い
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
沖
縄
は
復
帰
し
て
か
ら
今
年
で

36
年
に
な
り
ま
す
が
、
社
会
資
本

の
整
備
や
更
新
、
長
寿
県
に
ふ
さ

わ
し
い
福
祉
・
医
療
の
充
実
、
島

嶼
地
域
の
生
活
苦
（
島
ち
ゃ
び
）

の
緩
和
等
、
行
政
へ
の
ニ
ー
ズ
は

依
然
大
き
い
中
、
今
後
も
財
政
融

資
資
金
の
重
点
的
・
効
率
的
な
活

用
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 

 

室川市営住宅（沖縄市）

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター（南風原町）
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March 2008内閣府だより 

LETTER
NAIKAKUFU

先
島
地
区

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

推
進
事
業
に
つ
い
て

LE
T
T
E
R

8

*

*

　
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
平

成
23
年
７
月
に
終
了
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
お
り
、新
し
い
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放

送
へ
移
行
す
る
た
め
の
対
応
が
全
国
各

地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
通
常
、テ
レ
ビ
放
送
は
、送
信
所
か
ら

電
波
に
よ
っ
て
発
信
さ
れ
、中
継
局
を

経
由
し
て
一
般
家
庭
に
届
け
ら
れ
て
い

ま
す
。し
か
し
、先
島
地
区
は
、沖
縄
本

島
か
ら
３
０
０
キ
ロ
以
上
も
離
れ
た
距

離
に
位
置
し
、沖
縄
本
島
か
ら
の
電
波

が
届
か
な
い
た
め
、こ
の
よ
う
な
方
法

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

現
在
は
沖
縄
本
島
か
ら
宮
古
島
ま
で

海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て
テ
レ
ビ
放
送

を
伝
送
し
、先
島
地
区
の
テ
レ
ビ
放
送

を
実
現
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
方

法
で
テ
レ
ビ
放
送
を
伝
送
し
て
い
る
の

は
全
国
で
も
こ
の
先
島
地
区
の
み
で
あ

る
た
め
、デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
へ
移
行

す
る
た
め
に
特
別
な
対
応
が
必
要
に

な
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、内
閣

府
で
は
、平
成
19
年
度
か
ら
平
成
20
年

度
に
か
け
て「
先
島
地
区
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
推
進
事
業
」
を
実
施
し
、沖
縄

本
島
か
ら
宮
古
島
間
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル

に
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
伝
送
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
機
器
な
ど
を
整

備
し
ま
す
。 

　
平
成
19
年
度
は
、実
際
に
既
存
の
海

底
光
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
を
伝
送
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
整
備
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

を
検
討
し
、試
験
的
に
機
器
な
ど
を
整

備
し
て
、デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
伝
送

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
実
証

し
ま
す
。
平
成
20
年
度
に
は
こ
の
実
証

実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
の
伝
送
に
必
要
な
機
器
な
ど
の

整
備
を
行
う
予
定
で
す
。 

　
宮
古
島
か
ら
先
の
多
良
間
島
、石
垣

島
、西
表
島
、与
那
国
島
、波
照
間
島

な
ど
へ
は
、宮
古
島
に
伝
送
さ
れ
て
く

る
テ
レ
ビ
放
送
の
信
号
を
電
波
に
換
え
、

通
常
の
中
継
局
を
使
っ
た
方
式
で
テ
レ

ビ
放
送
が
伝
送
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ

れ
ら
の
中
継
局
の
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
の

た
め
の
整
備
は
、平
成
20
年
度
以
降
に
、

総
務
省
の
支
援
を
受
け
る
な
ど
し
て

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
サ
ー
ビ
ス
の
開

始
に
よ
っ
て
、日
常
生
活
に
と
っ
て
重
要

な
情
報
を
継
続
的
に
入
手
で
き
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、様
々
な
便
利
な
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

先
島
地
区
の
振
興
に
役
立
つ
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。 
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Information

　沖縄総合事務局は、今年3月に那覇新都心に移転します。 
　この移転を機に、4月から5月にかけて局の業務を広くＰＲするための各種イベントを実施いたし
ますので、皆様お揃いで当局新庁舎にお越しください。 
●主なイベント 
〔４月〕・沖縄戦後通貨の変遷展（4月1日～11日） 
　　　　・防災フェア（4月25日～27日予定） 
　　　　・地下ダム模型、ノグチゲラ営巣木などの展示等 
〔５月〕・沖縄振興シンポジウム（5月9日14:00～） 
　　　　（基調講演）平田 大一氏「文化で地域おこし」 
　　　　・クラシック、琉舞フェスティバル（5月中旬） 
　　　　・沖縄振興開発の回顧展　等 
●問い合わせ先
総務部総務課

新庁舎移転に係るイベントのお知らせ 

　内閣府沖縄担当部局では、今年の夏休み期間中、沖縄、本土及び
アジア諸国の青少年の皆さんが沖縄で一堂に会し、約3週間、共通
体験を経ることにより、将来イノベーションを起こす人材を育成す
る「アジア青年の家」の活動を行います。
　この活動に参加する中高生を募集します。詳しくは、内閣府沖縄
担当部局のホームページをご覧下さい。

●問い合わせ先
内閣府政策統括官（沖縄政策担当）「アジア青年の家」推進室

ホームページ：

「アジア青年の家」に参加しませんか 

●内閣府では、将来を担う国際感覚豊かな青年を育成す
るため、様々な国際交流事業を実施しています。 
●現在、平成20年度に実施する「国際青年育成交流」（9
月）、「日本・中国青年親善交流」（9月）、「日本・韓国青
年親善交流」（9月）、「世界青年の船」（平成21年1～
3月）、「東南アジア青年の船」（10月～12月）の参加
青年（18～30歳を対象）を募集しています。 

●問い合わせ先
内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付
国際第１担当 

ホームページ：
沖縄県福祉保健部　青少年・児童家庭課　 

平成２０年度内閣府青年国際交流事業について 

防災フェア（イメージ）

災害対策本部車

情報収集車衛星通信車
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沖縄地区入賞作品【最優秀賞】
うるま市立与那城小学校
１年生　森根　千尋

「もったいないよ せいかつしましょ」 
 

沖縄地区入賞作品【最優秀賞】
北谷町立北谷中学校　3年生　上原　義司

「これからどうする」 

中
央
入
賞
作
品
【
優
秀
賞
】

う
る
ま
市
立
与
那
城
小
学
校
　
１
年
生
　
山
内
　
彩
聖

「
お
か
い
も
の
は
、
あ
る
い
て
　
ま
い
ば
っ
く
で
」
 


